
　
来
年
９
月
21
〜
24
日
に
札

幌
市
で
開
催
さ
れ
る
第
５
回

日
本
伝
道
会
議（
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５
、

原
田
憲
夫
実
行
委
員
長
、
中

島
秀
一
大
会
会
長
）を
前
に
、

１
年
前
集
会
「
Ｊ
Ｃ
Ｅ
５

フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
９
月
８
、９

日
、
埼
玉
県
嵐
山
町
で
開

か
れ
た
。
15
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
ら
を

中
心
に
96
人
が
参
加
し
、
各

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
各
チ
ー
ム
の
内
容
を
発

表
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
伝
道
会

議
の
会
期
中
２
日
間
に
わ
た

り
午
前
中
、
同
じ
メ
ン
バ
ー

が
同
一
テ
ー
マ
に
つ
い
て
議

論
を
深
め
る
。
参
加
者
は
登

録
す
る
。
今
春
、
核
に
な
る

各
数
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
が
選
ば
れ
、
テ
ー
マ
や

内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い
を

始
め
て
い
る
。
過
去
４
回
の

日
本
伝
道
会
議
に
は
な
か
っ

た
試
み
で
、
主
題
講
演
や
分

科
会
だ
け
で
は
質
疑
応
答
で

終
わ
っ
て
し
ま
い
、
具
体
的

な
伝
道
の
課
題
に
つ
い
て
議

論
が
深
ま
り
に
く
い
と
の
反

省
に
基
づ
き
、
伝
道
会
議
前

か
ら
メ
ン
バ
ー
を
決
め
て
議

論
を
重
ね
、
会
期
中
の
討
議

を
踏
ま
え
て
、
そ
の
後
も
同

じ
メ
ン
バ
ー
が
日
本
伝
道
の

諸
問
題
を
継
続
的
・
具
体
的

に
担
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　
日
本
同
盟
基
督
教
団
は
、

イ
ン
ド
・
オ
リ
ッ
サ
州
で
起

き
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
迫
害

に
対
し
９
月
14
日
、「
オ
リ

ッ
サ
州
、
イ
ン
ド
の
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
に
向
け
た
暴
力
に
対

す
る
抗
議
」
文
を
、
同
教
団

理
事
長
・
中
谷
美
津
雄
、
社

会
局
長
・
水
草
修
治
の
連
名

で
、
在
イ
ン
ド
大
使
館
の
ヘ

マ
ン
ト
・
ク
リ
シ
ャ
ン
・
シ

ン
特
命
全
権
大
使
あ
て
に
送

っ
た
。

　
抗
議
文
で
は
、
国
内
外
の

複
数
の
ニ
ュ
ー
ス
か
ら
「
ヒ

ン
ズ
ー
教
原
理
主
義
者
の
武

装
勢
力
が
相
次
い
で
教
会
と

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
に
放

火
、人
々
を
陵
辱
・
虐
殺
し
」、

300
以
上
の
教
会
が
破
壊
さ

れ
、
数
十
人
が
殺
害
さ
れ
、

約
５
万
の
人
々
は
野
獣
と
毒

蛇
の
住
む
危
険
な
森
に
避
難

し
て
い
る
こ
と
。し
か
も「
イ

ン
ド
政
府
と
警
察
は
そ
の
惨

　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

日
本
の
産
業
界
の
中
心
的
存

在
は
製
糸
業
だ
っ
た
。
そ
の

労
働
力
と
な
っ
た
の
が
若
い

女
子
工
員
で
あ
り
、
そ
の
過

酷
な
労
働
状
況
は
『
女
工
哀

史
』
と
い
う
ル
ポ
に
克
明
に

記
さ
れ
て
い
る
◆
一
方
で
例

外
的
な
企
業
も
あ
っ
た
。
明

治
26
年
創
業
の
石
川
製
糸
で

あ
る
。
埼
玉
県
入
間
市
に
あ

っ
た
こ
の
工
場
は
創
業
３
年

で
４
千
人
を
超
え
る
女
子
工

員
が
働
き
、
彼
女
ら
は
家
族

の
よ
う
な
待
遇
を
受
け
、
結

婚
で
退
職
す
る
女
性
に
は
嫁

入
り
道
具
ま
で
持
た
せ
た
と

い
う
◆
創
業
者
・
石
川
幾
太

郎
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
っ

た
。
今
も
残
る
武
蔵
豊
岡
教

会
は
幾
太
郎
が
土
地
を
提
供

し
完
成
し
た
。
500
人
収
容
の

大
会
堂
は
、
日
曜
日
ご
と
に

女
子
工
員
で
埋
ま
っ
た
と
い

う
。
我
が
国
の
労
働
史
の
中

で
、
こ
の
労
働
者
の
人
権
を

守
っ
た
経
営
方
針
は
決
し
て

小
さ
な
事
例
で
は
な
い
◆
こ

の
ほ
ど
新
生
宣
教
団
か
ら
発

行
さ
れ
た
地
域
限
定
ト
ラ
ク

ト
「
入
間
・
狭
山
・
川
越
」

編
は
こ
の
よ
う
な
地
域
で
起

こ
っ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
証

を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
カ
ラ

ー
14
ペ
ー
ジ
の
小
冊
子
だ

が
、
地
域
に
こ
だ
わ
っ
て
福

音
の
魅
力
を
伝
え
る
と
い
う

企
画
は
新
鮮
で
あ
る
◆
来
年

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
150
年

を
迎
え
る
が
、
地
域
宣
教
の

歴
史
の
中
か
ら
神
の
恵
み
の

大
き
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と

は
大
き
な
課
題
と
い
え
る
。
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発
表
さ
れ
た
各
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
お
も
な
討
議
内
容

は
次
の
通
り
（
カ
ッ
コ
内
は

リ
ー
ダ
ー
＝
敬
称
略
）。

【
宣
言
文
起
草
】（
岡
山
英
雄
）

今
回
テ
ー
マ
「
危
機
の
時
代

に
お
け
る
宣
教
協
力
」
に
沿

い
、
前
回
「
和
解
の
福
音
」

を
中
心
に
し
た
沖
縄
宣
言
を

深
め
、
平
和
の
民
と
し
て
一

致
し
て
具
体
的
に
生
き
る
道

を
探
る
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

宣
教
150
年
を
振
り
返
り
、
次

の
伝
道
会
議
ま
で
の
10
年
を

見
通
し
て
方
向
性
を
出
す
。

【
日
本
宣
教
】（
西
岡
義
行
）

状
を
傍
観
し
て
い
た
」と
し
、

「
こ
の
よ
う
な
野
蛮
な
状
況

を
放
置
す
れ
ば
、
偉
大
な
文

明
の
伝
統
あ
る
貴
国
の
品
位

と
国
際
的
信
用
に
か
か
わ
り

ま
す
」
と
警
告
。
す
み
や
か

に
政
府
と
警
察
が
逃
れ
た
オ

リ
ッ
サ
市
民
を
保
護
す
る
よ

う
強
く
勧
告
し
た
。
一
方
、

イ
ン
ド
の
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ

ン
首
相
が
オ
リ
ッ
サ
で
の
暴

力
解
決
を
始
め
た
こ
と
を
高

く
評
価
し
、「
そ
の
迅
速
で

適
切
な
動
き
の
た
め
祈
り
ま

す
」
と
結
ん
だ
。

　
同
教
団
で
は
、
①
一
日
も

早
く
迫
害
が
や
む
よ
う
に
、

②
イ
ン
ド
政
府
・
警
察
が
す

み
や
か
に
暴
徒
を
鎮
圧
す
る

よ
う
に
、
③
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

た
ち
が
暴
力
の
連
鎖
に
巻
き

込
ま
れ
ず
、
悪
に
対
し
善
を

も
っ
て
勝
利
で
き
る
よ
う

に
、
と
祈
り
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

日
本
文
化
に
福
音
が
浸
透
し

て
い
な
い
問
題
に
対
応
し
、

文
化
に
対
し
て
対
決
型
だ
っ

た
従
来
の
教
会
の
あ
り
方
を

超
え
て
日
本
文
化
と
取
り
組

む
新
し
い
可
能
性
を
探
る
。

【
地
方
伝
道
】（
藤
原
導
夫
）

今
日
に
お
け
る
地
方
伝
道
の

実
情
と
課
題
に
つ
い
て
考
察

分
析
し
、
ど
う
切
り
開
い
て

い
く
の
か
を
検
討
す
る
。

【
地
域
的
宣
教
協
力
】（
三
川

献
児
）
各
地
域
の
宣
教
協
力

の
現
状
と
課
題
を
検
討
し
、

望
ま
し
い
方
向
性
を
探
る
。

教
会
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
、
無

牧
教
会
へ
の
協
力
、
シ
ン
グ

ル
の
親
へ
の
協
力
、
経
済
的

協
力
な
ど
が
今
日
的
課
題
。

【
教
会
・
教
団
間
協
力
】（
畑

野
順
一
）
昨
年
Ｊ
Ｅ
Ａ
宣
教

え
て
い
る
人
々
を
迎
え
る
教

会
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

【
こ
ど
も
】（
錦
織
寛
）
家
庭

崩
壊
や
学
校
現
場
の
混
乱
、

道
徳
・
価
値
観
の
変
容
、
情

報
の
氾は
ん

濫ら
ん

な
ど
、
今
の
時
代

に
子
ど
も
の
抱
え
て
い
る
危

機
を
検
証
し
、
教
会
が
子
ど

も
に
ど
う
か
か
わ
り
仕
え
て

い
け
る
か
を
語
り
あ
う
。

【
家
庭
】（
八
木
橋
み
ど
り
）

夫
婦
を
取
り
上
げ
、「
和
解

の
福
音
」
を
家
庭
内
の
関
係

で
と
ら
え
る
。
世
に
あ
る
家

庭
の
痛
み
の
問
題
に
教
会

が
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る

か
、
教
会
内
の
家
族
の
問
題

も
取
り
上
げ
、
聖
書
的
な
家

族
の
あ
り
方
を
提
示
す
る
。

【
青
年
】（
三
橋
与
志
哉
）
聖

書
か
ら
青
年
宣
教
を
学
び
、

青
年
に
よ
る
パ
ネ
ル
討
論
、

青
年
の
働
き
紹
介
、
牧
師
と

青
年
の
グ
ル
ー
プ
分
か
ち
合

い
、
青
年
牧
師
が
で
き
る
こ

と
に
つ
い
て
の
提
言
な
ど
。

　
こ
の
ほ
か
【
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
宣
教
150
年
】（
山
口
陽

一
）
で
は
宣
教
の
歴
史
を
回

顧
・
検
証
し
、
そ
こ
か
ら
学

ぶ
宣
教
の
方
策
を
提
言
。【
女

セ
ミ
ナ
ー
で
各
教
団
教
派
の

宣
教
担
当
者
が
話
し
合
い
、

教
派
間
の
連
絡
会
的
な
も
の

が
必
要
だ
と
Ｊ
Ｅ
Ａ
理
事
会

に
要
望
を
出
し
た
。
そ
の
流

れ
を
受
け
、
各
団
体
の
計
画

を
分
か
ち
合
い
、
参
加
者
に

情
報
を
提
供
す
る
。

【
信
徒
活
動
】（
玉
井
邦
美
）

教
会
に
お
け
る
信
徒
の
活
動

と
役
割
を
聖
書
か
ら
正
し
く

認
識
し
、
推
進
す
る
。

【
世
界
宣
教
・
デ
ィ
ア
ス
ポ

ラ
】（
永
井
敏
夫
）
海
外
に

滞
在
す
る
日
本
人
と
帰
国

者
、
日
本
に
滞
在
す
る
外
国

人
の
宣
教
協
力
の
現
状
を
調

査
し
、
協
力
関
係
を
つ
く
る

連
携
を
探
し
出
し
て
提
示
す

る
。

【
環
境
】（
住
田
裕
）
環
境
問

題
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の

は
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
主
張

に
反
論
す
る
。
多
く
の
問
題

の
ど
れ
に
取
り
組
ん
だ
ら
い

い
か
整
理
し
て
い
る
。

【
社
会
・
平
和
】（
荒
川
雅

夫
）「
和
解
の
福
音
に
生
き

る
」
こ
と
は
戦
争
と
平
和
の

問
題
に
と
っ
て
信
仰
と
別
の

社
会
問
題
で
な
く
、
私
た
ち

が
宣
べ
伝
え
る
福
音
が
戦
争

の
時
代
に
問
わ
れ
る
と
の
問

題
意
識
で
、
過
去
の
弾
圧
の

歴
史
や
教
会
と
国
家
の
問
題

を
振
り
返
り
、
現
代
と
未
来

に
向
け
て
平
和
を
つ
く
っ
て

い
く
。

【
共
生
】（
阿
倍
信
夫
）
障
害

者
、
高
齢
者
な
ど
社
会
福
祉

に
関
す
る
問
題
を
整
理
。
心

の
病
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱

オ
リ
ッ
サ
州
迫
害
に

同
盟
基
督
が
抗
議
声
明

祈
り
の
ア
ピ
ー
ル
も

　
前
回
、
専
任
牧
師
が
い
な

い
教
会
で
「
閉
塞
感
が
あ

る
」
と
答
え
た
教
会
を
紹
介

し
た
。
今
回
は
無
牧
状
態
に

も
か
か
わ
ら
ず
「
閉
塞
感
が

な
い
」
と
答
え
た
教
会
に
焦

点
を
あ
て
た
い
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で
「
専

任
牧
師
が
い
な
い
」
と
答
え

た
教
会
は
18
件
。
う
ち
「
閉

塞
感
が
な
い
」
と
答
え
た
教

会
は
７
件
あ
っ
た
。

　
理
由
を
見
て
み
る
と
、

「
信
徒
が
聖
書
信
仰
に
生

き
て
い
る
」、「
教
会
員
の

多
く
が
心
の
目
を
神
様

に
向
け
て
い
る
」、「
信
者

一
人
ひ
と
り
が
救
わ
れ

た
喜
び
と
感
謝
を
も
っ

て
集
会
に
参
加
し
て
い
る
」、

「
教
会
内
に
活
気
が
あ
る
」

な
ど
。
専
任
牧
師
が
い
な
く

て
も
、
信
徒
の
内
に
あ
る
喜

び
、
感
謝
、
信
仰
生
活
の
充

実
が
「
閉
塞
感
を
感
じ
な

い
」
理
由
と
な
っ
て
い
る
よ

う
だ
。

　
滋
賀
県
甲
賀
市
信し

が
ら
き楽
町
に

あ
る
キ
リ
ス
ト
伝
道
隊
信
楽

キ
リ
ス
ト
教
会
は
10
年
ほ
ど

前
か
ら
専
任
牧
師
が
い
な
い

状
態
。
だ
が
、
日
曜
礼
拝
、

祈
祷
会
、
教
会
学
校
を
毎
週

行
い
、
ま
た
夕
礼
拝
、
聖
書

の
学
び
を
し
、
特
別
伝
道
集

会
も
一
教
会
で
催
す
な
ど
、

様
々
な
集
会
を
活
発
に
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
が
で
き
る
理

由
は
、
教
派
を
超
え
外
部
か

ら
複
数
の
牧
師
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
聖
書
の
学
び
の
た
め
来

て
く
れ
る
こ
と
、
教
会
員
が

伝
道
熱
心
な
こ
と
だ
。
同
教

会
員
の
大
橋
宣
子
さ
ん
は

「
聖
霊
に
満
た
さ
れ
た
ら
、

喜
ん
で
主
の
わ
ざ
に
参
加
す

る
と
思
う
」
と
語
る
。

　
専
任
牧
師
を
迎
え
ら
れ
な

い
の
は
経
済
的
理
由
の
た
め

だ
と
大
橋
さ
ん
。「
将
来
的

に
は
専
任
牧
師
を
迎
え
た

い
」
と
語
る
。

　
秋
田
県
秋
田
市
河
辺
畑
谷

に
あ
る
日
本
ル
ー
テ
ル
同
胞

教
団
河
辺
家
の
教
会
は
、
14

年
前
か
ら
同
教
団
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
和
田
章
、
睦
子

夫
妻
が
自
宅
を
開
放
し
て
教

会
を
始
め
た
。
現
在
礼
拝
出

席
者
は
20
人
ほ
ど
で
、
子
ど

も
を
入
れ
る
と
30
人
に
も
な

る
。
妻
の
睦
子
さ
ん
は
「
小

さ
な
森
の
中
に
あ
る
教
会

で
、
環
境
も
良
く
、
子
ど
も

た
ち
は
教
会
に
集
う
こ
と
が

大
好
き
。
親
た
ち
も
ゆ
っ
く

り
交
わ
れ
る
」
と
語
る
。

　
同
教
会
に
は
大
曲
教
会
の

片
桐
進
牧
師
が
２
か
月
に
１

回
、
日
曜
午
後
に
礼
拝
説
教

に
来
て
く
れ
る
の
み
で
、
ほ

か
は
章
さ
ん
が
主
に
聖
日

礼
拝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
し
て

い
る
。
章
さ
ん
は
神
学
校
で

聴
講
し
な
が
ら
勉
強
し
て
き

た
。

　
同
教
会
は
専
任
牧
師
が
い

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
６

人
１
家
族
か
ら
25
人
に
成

長
し
た
。
昨
年
２
家
族
が
転

居
の
た
め
他
教
会
に
移
っ
た

が
、
教
勢
と
し
て
は
「
の
び

て
い
る
」
と
い
う
。

　
そ
の
理
由
の
一
つ
に
「
信

徒
に
不
満
が
な
い
」
と
章
さ

ん
。「
ス
タ
ー
ト
時
点
か
ら

牧
師
が
い
な
い
の
で
、
み
な

自
分
で
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
と
い
う
意
識
が
あ
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
牧
師
が
い

る
と
逆
に
牧
師
任
せ
に
な
っ

て
、
そ
う
い
う
意
識
に
な
か

な
か
な
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
」

　
ま
た
、「
牧
師
が
い
な
い

の
で
経
済
的
に
は
楽
」
だ
と

も
。出
費
は
２
か
月
に
１
回
、

説
教
に
来
て
く
れ
る
片
桐
牧

師
に
謝
礼
を
渡
す
時
ぐ
ら
い

で
、
牧
師
を
経
済
的
に
支
え

る
と
い
う
負
担
が
少
な
い
と

い
う
。
だ
が
「
い
つ
に
な
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
将
来

的
に
は
専
任
牧
師
を
迎
え
た

い
」
と
語
る
。

　
大
阪
府
箕
面
市
栗
生
外
院

の
日
本
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト

教
団
箕
面
希
望
教
会
は
、
昨

年
４
月
か
ら
無
牧
状
態
に
。

今
年
春
か
ら
同
教
会
の
信
徒

５
人
が
池
田
市
に
あ
る
同
教

団
の
池
田
中
央
教
会
（
鎌
野

善
三
牧
師
）
に
合
流
し
、
一

緒
に
礼
拝
を
守
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
箕
面
希
望
教
会
は

現
在
、
伝
道
所
と
い
う
形
を

と
り
、
聖
日
礼
拝
は
し
て
い

な
い
が
教
会
学
校
や
三
浦
綾

子
読
書
会
が
行
わ
れ
て
い
る

と
い
う
。

　
し
か
し
、鎌
野
牧
師
は「
伝

道
し
て
い
け
ば
必
ず
道
は
開

か
れ
る
」
と
信
じ
、「
閉
塞

感
は
感
じ
な
い
」
と
語
る
。

「
現
実
は
全
然
伸
び
て
い
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
で
も
原

因
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
閉

塞
感
は
な
い
。
信
徒
が
成
長

す
れ
ば
、教
会
も
成
長
す
る
。

そ
の
た
め
に
箕
面
の
信
徒
５

人
が
池
田
中
央
教
会
の
礼
拝

説
教
を
聞
い
て
養
わ
れ
て
い

る
」

　
今
ま
で
の
会
計
、
教
会
備

品
な
ど
は
別
に
保
管
し
、
箕

面
希
望
教
会
の
再
起
に
備
え

て
い
る
。
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専
任
牧
師
が
い
な
い
か
ら

自
分
が
働
か
な
け
れ
ば
と経

済
的
理
由
で
牧
師
を
迎
え
ら
れ
な
い

性
】（
丸
山
園
子
）
で
は
宣

教
に
お
け
る
女
性
の
働
き
に

つ
い
て
準
備
中
。

　
１
年
前
集
会
で
は
各
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を
受
け
、

活
発
な
意
見
交
換
を
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
間
で
重
な
る

問
題
も
多
く
、
竿
代
照
夫
企

画
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
局
長

は
、
互
い
の
情
報
交
換
を
し

な
が
ら
進
め
て
ほ
し
い
と
要

望
を
述
べ
た
。
事
務
局
（
石

田
敏
夫
事
務
局
長
）
で
は
、

伝
道
会
議
に
向
け
て
各
教
会

か
ら
の
提
案
や
意
見
を
メ
ー

ル
で
受
け
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
振
り
分
け
る
。

　
事
務
局
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
は
以
下
。Jce5office@

jeanet.org

【
根
田
祥
一
】

日
本
伝
道
会
議
１
年
前

15
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
課
題
浮
き
彫
り


